
地
域
的
に
片
寄
っ
た
配
置
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
身
近
に
目
を
向
け
る
と
、
空
地
が
消
え
、
道
路
が
広
場
と

し
て
使
え
な
く
な
っ
た
今
日
で
は
、
地
区
の
小
公
園
は
都
市
生
活
者

に
と
っ
て
は
生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
公

園
も
、
区
画
整
理
や
宅
造
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
区
で
は
比
較
的
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど
建
設
さ
れ
て
い

な
い
。

　
横
浜
市
で
は
新
し
く
生
ま
れ
る
市
街
地
に
公
園
を
整
備
し
て
い
く

た
め
、
千
㎡
以
上
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
開
発
面
積
の
三
％
以
上
の

公
園
を
確
保
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
、
昭
和
五
二
年
度
に
も
一
〇

二
か
所
の
公
園
を
開
発
者
か
ら
引
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
指
導
に
も
限
度
が
あ
り
、
田
園
都
市
沿
線
の
開
発
の
よ
う
に
中

規
模
以
上
の
公
園
が
皆
無
で
あ
る
よ
う
な
市
街
地
が
出
現
し
た
り
、

千
㎡
以
下
の
ミ
ニ
開
発
の
連
続
す
る
街
で
は
、
三
％
の
公
園
す
ら
全

く
な
い
街
が
で
き
あ
が
る
結
果
と
な
る
。

　
横
浜
市
の
公
園
に
つ
い
て
は
身
近
な
公
園
の
管
理
方
法
な
ど
そ
の

他
に
も
問
題
は
多
い
が
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
と
い
う
視
点

か
ら
、
強
力
な
財
源
の
確
保
の
も
と
で
。
計
画
的
な
用
地
取
得
を
一

刻
で
も
早
く
図
っ
て
い
く
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

1
0
4

　
　

　
　
生
活
環
境

都
市
の
安
全

●
年
間
一
九
億
円
が
灰
に

　
昭
和
五
三
年
の
横
浜
市
の
火
災
は
一
、
二
七
三
件
、
損
害
見
積
額

は
一
九
億
二
、
八
〇
〇
万
円
を
こ
え
て
お
り
、
一
日
あ
た
り
三
・
五

件
、
五
二
八
万
円
が
灰
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
四
九
年
か
ら

の
推
移
を
み
て
も
火
災
件
数
は
年
々
増
加
を
続
け
て
お
り
、
五
年
間

に
二
二
一
件
、
二
〇
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
-
2
7
）
。
市
で

も
市
民
自
ら
の
災
害
予
防
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
初
期
消
火
体

図4－27　火災被害状況



1
0
5
　
市
民
生
活
と
市
政

制
の
確
立
、
装
備
の
近
代
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
火
災
の
猛
威
は
依

然
と
し
て
お
と
ろ
え
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
多
発
す
る
火
災
に
対
し
て
、
毎
年
延
四
万
人
の
消
防
隊

員
と
延
一
万
六
千
人
の
消
防
団
員
が
出
動
し
て
消
火
に
あ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
誤
報
、
虚
報
に
よ
る
非
火
災
出
場
が
年
間
七
〇
〇

件
以
上
も
あ
る
。
消
防
隊
は
通
常
一
一
九
番
で
知
ら
れ
る
消
防
通
報

用
の
電
話
な
ど
の
通
報
に
よ
り
現
場
へ
出
動
す
る
が
、
四
九
年
に
は

平
均
六
～
七
分
で
現
場
到
着
し
た
も
の
が
、
五
三
年
に
は
市
街
化
地

域
の
拡
大
と
交
通
渋
滞
と
い
う
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
～
六

分
と
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
火
災
発
生
後
八
分
以
内
に
消
火
で

き
る
体
制
確
立
の
た
め
、
消
防
出
張
所
な
ど
の
防
災
拠
点
整
備
に
努

め
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
救
急
隊
の
出
場
も
年
間
五
万
八
千
件
を
こ
え
て
お
り
、
年
々
増
加

し
続
け
て
い
る
。

●
減
っ
て
き
た
交
通
事
故

　
市
内
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
、
昭
和
四
九
年
か
ら
昭
和
五
二
年

ま
で
の
間
に
二
四
％
も
増
加
し
、
約
五
四
万
台
、
市
民
四
・
九
人
に

一
台
の
割
合
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
心
配
さ
れ
た
交
通
事
故
は
、
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
総
合
的
な
交
通
規
制
、
交
通
安
全
運
動

等
が
進
め
ら
れ
、
年
々
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
昭
和
五
二
年
の

死
亡
者
数
は
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和
四
五
年
の
半
数
以
下
の
Ｉ
〇

三
人
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
、
自
転
車
利
用
者

な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
死
亡
事
故
は
依
然
と
し
て
高
い
比

率
を
占
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
交
通
弱
者
の
保
護
を
重
点
に
、

総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

●
依
然
と
し
て
多
い
風
水
害
被
害

　
横
浜
の
地
形
は
大
小
の
台
地
や
丘
陵
が
港
を
と
り
ま
く
よ
う
に
せ

り
出
し
、
市
域
の
五
三
％
が
丘
陵
地
帯
で
起
伏
が
い
ち
じ
る
し
く
、

そ
の
末
端
は
す
べ
て
が
け
状
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
内
に
は
傾
斜

度
三
〇
度
以
上
で
高
さ
三
ｍ
以
上
の
が
け
が
六
、
五
〇
〇
か
所
も
あ

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
地
質
面
か
ら
み
て
も
、
関
東
ロ
ー
ム
層
と

い
わ
れ
る
軟
弱
地
盤
が
市
域
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
市
内
に
は
鶴
見
川
、
帷
子
川
、
柏
尾
川
、
大
岡
川
な
ど
の
代
表
的

河
川
を
含
め
て
、
本
流
支
流
を
合
わ
せ
る
と
一
三
五
の
河
川
が
複
雑

に
入
り
組
み
、
総
延
長
二
九
万
ｍ
余
り
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う



な
本
市
の
特
殊
な
地
形
に
加
え
て
、
い
ち
じ
る
し
い
人
口
増
加
に
伴

う
宅
地
開
発
事
業
が
急
激
に
進
め
ら
れ
た
た
め
、
梅
雨
や
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
る

家
屋
の
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
（
表
４
－
2
4
）
。

　
横
浜
市
で
は
こ
の
よ
う
な
風
水
害
の
予
防
の
た
め
、
「
横
浜
市
地

表4－24　風水害被害状況1
0
6
生
活
環
境

域
防
災
計
画
」
を
定
め
て

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
台

風
等
の
豪
雨
時
に
被
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
域

を
、
被
害
の
種
類
、
危
険

度
に
応
じ
て
事
前
に
危
険

か
所
に
指
定
す
る
一
方
、

災
害
に
備
え
て
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
避
難
場
所
を
定
め
て
い
る

　
（
表
４
－
2
5
）
。

　
ま
た
、
こ
の
危
険
か
所
を
解
消
す
る
防
災
事
業
に
も
積
極
的
に
と

り
く
み
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
は
六
〇
区
域
に
達
し
て
お
り
、

う
ち
三
六
区
域
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
完
了
し
て
い
る
。

　
河
川
氾
濫
等
に
よ
る
浸
水
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、
流
域
の
開

発
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
河
川
の
抜
本
的
な
改
修
計
画
に

よ
り
、
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
護
岸
、
水
路
等
の
改
修
事
業
を
促
進

し
て
お
り
五
二
年
度
で
は
総
延
長
の
六
六
％
の
改
修
を
完
了
し
て
い

　
低
地
帯
の
滞
水
に
よ
る
家
屋
及
び
道
路
冠
水
等
を
防
止
す
る
た
め
、

主
要
か
所
に
排
水
ポ
ン
プ
の
新
増
設
と
あ
わ
せ
て
、
下
水
処
理
場
の

拡
充
整
備
を
進
め
て
い
る
。

●
地
震
に
弱
い
横
浜

　
昭
和
五
三
年
六
月
一
二
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
は
、
典
型

的
な
都
市
型
地
震
と
し
て
私
た
ち
に
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
。
こ
の

地
震
は
マ
グ
ェ
チ
ュ
ー
ド
七
・
四
、
震
度
五
の
強
震
で
あ
っ
た
が
、

仙
台
市
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
の
倒
壊
等
に
よ
り
十
三
人
の
死
者

を
出
し
た
他
、
ビ
ル
の
倒
壊
・
座
折
、
ビ
ル
街
の
ガ
ラ
ス
の
破
損
・

表4－25　危険地域の設定



1
0
7
　
市
民
生
活
と
市
政

落
下
、
新
興
住
宅
地
に
お
け
る
地
盤
の
陥
没
、
地
割
れ
、
擁
壁
の
崩

壊
、
亀
裂
等
の
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
ま
た
電
話
パ
ニ
ッ
ク
、
交

通
パ
ニ
ッ
ク
等
の
現
象
が
起
き
、
さ
ら
に
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
各

施
設
が
破
壊
さ
れ
、
地
震
後
数
週
間
に
わ
た
り
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

　
地
震
に
よ
っ
て
都
市
に
お
こ
る
災
害
は
、
地
震
の
発
生
す
る
季
節
、

時
刻
、
都
市
の
構
造
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
。
し
か
し
、
都
市
に
は

人
口
や
都
市
機
能
が
集
中
し
、
し
か
も
都
市
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

都
市
の
危
険
度
が
相
対
的
に
増
大
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
特

に
横
浜
市
の
場
合
、
大
都
市
の
中
で
も
ま
れ
に
見
る
人
口
増
加
に
よ

宮城県沖地震によるビルの被害

っ
て
都
市
機
能
や
危
険
物
が

集
中
し
、
都
市
構
造
の
う
え

で
も
木
造
密
集
地
域
や
住
工

混
在
地
域
が
多
く
、
臨
海
工

業
地
帯
に
お
け
る
重
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
集
中
、
さ
ら

に
丘
陵
地
、
軟
弱
地
盤
と
い

っ
た
特
殊
な
地
形
等
の
条
件

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

地
震
被
害
を
拡
大
す
る
要
因

は
一
層
大
き
い
と
い
え
る
。

●
大
地
震
に
備
え
て

　
横
浜
市
の
地
震
対
策
は
、
市
民
と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
連

携
協
調
し
な
が
ら
、
地
震
に
立
ち
向
っ
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
の
も
と
に
、
都
市
構
造
の
欠
陥
を
克
服
し
て
い
く
た
め
の
長
期

対
策
、
大
地
震
に
備
え
て
の
事
前
対
策
、
地
震
発
生
時
の
応
急
措
置

等
に
つ
い
て
総
合
的
対
策
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
横
浜
市

地
域
防
災
計
画
」
に
お
い
て
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
横
浜

市
を
始
め
、
国
・
県
、
東
京
電
力
、
電
々
公
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
公

益
事
業
・
消
防
団
、
建
設
業
防
災
作
業
隊
な
ど
の
民
間
防
災
団
体
等

多
く
の
団
体
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
具
体
的
に
決
め
ら
れ

て
い
る
（
表
4
|
2
6
）
。

表4－26横浜市の地震対策



　
特
に
広
域
避
難
場
所
の
確
保
と
市
民
の
安
全
避
難
は
、
市
の
地
震

対
策
の
基
本
を
な
す
も
の
で
、
緑
の
保
全
、
公
園
整
備
計
画
、
宅
地

開
発
、
都
市
再
開
発
な
ど
を
通
じ
て
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
、
全
市
に
七
八
か
所
の
広
域
避
難
場
所
を
設
定
し
、
市
民
の

安
全
避
難
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
市
や
各
機
関
の
地
震
対
策
が
十
分
に
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

市
民
の
地
震
へ
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
。
地
震
が
起
っ
た
時
、
最
初

の
一
分
間
の
行
動
が
大
惨
事
の
発
生
を
決
定
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

表4－27　地震の時の市民の行動1
0
8
　
生
活
環
境

「
そ
の
場
に
あ
っ
た
身
の
安
全
」
、
「
す
ば
や
く
火
の
始
末
」
、
「
と
な
り

近
所
の
助
け
あ
い
」
と
い
う
地
震
三
原
則
の
励
行
が
す
べ
て
の
市
民

に
共
通
す
る
地
震
対
策
の
基
本
で
あ
る
。
宮
城
県
沖
地
震
の
時
に
も

横
浜
市
民
は
ほ
ぼ
適
切
な
行
動
を
と
っ
た
と
い
え
る
（
表
４
－
2
7
）
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
消
火
器
具
の
設
置
、
我
が
家
の
地
震
対
策
の
話

し
合
い
、
非
常
飲
料
水
、
食
料
の
準
備
等
、
日
頃
か
ら
心
が
け
て
お

く
こ
と
も
多
い
。

　
地
震
の
た
め
建
物
が
倒
れ
、
火
災
が
発
生
し
た
よ
う
な
場
合
に
備

え
て
、
地
域
の
自
治
会
、
町
内
会
で
「
町
の
防
災
組
織
」
を
作
り
、

町
に
必
要
な
「
防
災
計
画
」
を
た
て
、
情
報
、
消
火
、
避
難
誘
導
、

救
出
救
護
、
給
食
、
給
水
な
ど
の
役
割
を
す
べ
て
の
住
民
が
分
担
す

る
、
助
け
あ
い
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
で
に
瀬
谷
区
で
は
ほ
ぼ
全
域
で
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
市
も
積
極

的
に
そ
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

公
害

●
窒
素
酸
化
物
へ
の
対
応
が
問
題
－
大
気
汚
染

　
横
浜
の
大
気
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
神
奈
川
県
公
害
防
止
条
例




